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1 は じ め に

前報までに, シンガポールの中約,621品目の基原について述べ,かつシンガポールの中荊

群と新村学 (1961)記融の中桁群,および Gardens'Bul】etin第 6巷 (1929-30) 〔以下 GIi

と略す〕記載のマラヤの申前群との間で,やや荒っぽい方法ではあるが,個々の中窮の対応づ

けを試み,それぞれの中桁群と共通する中覇を導き出し,それを量的に比較検討したO

本報ではそれをうけて,その際,同時に導き出された相互に非共通の小柄を検討の対象とし

ている｡ すなわち,中桁の変動性に着日するとき,前報ではどの程度変わらなかったのかを検

討したが,本報では,変わったと考えられる中約が,どのような系統の生薬であるかを検討 し

ようとしている｡

しかし,生薬の系統を精確に探ることは非常に難 しい問題を含んでいるO 数多くの生薬の一

つ一つを精密に検討することは,現在の状況では不可能に近い. そこで,本報では,シンガポ

ールの中桁のうちで,荊材学に記載のなかった生薬が,LL個 系薬物沓 (主としてローカルな薬

物をとりあつかったもの), インド系およびマラヤ系薬物書などの文献を用いて, どの記載に

対応するかを検討する｡ 該当する薬物は約180品目あるが,そのうち基原を同定あるいは推定

し得た約14O晶目の個々について文献中にどojように記載されているかを述べながら,その系

統について検討する｡〕

*京都大学薬学部/ヒ兼学教室

I ｢シンガポ-ルの中綿(3)J『東南アジア研究』(1972)Vol.1O.No･2,pp･335-350･
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∬ 文 献 に つ い て

中国系又献として

(1)G.A.StuLLrt:ChineseMatcriとlMedi(､a(1911)

(2)常用中尊新手冊 (1970)

(3)陸君立 :実用庄草葉典 (1949)

インド系文献として

(4)G.Watt:ADictionaryoftheEconomicProductsofIndia･VoII～VI(1885-1893)

(5)K.R.Kirtikar& B.D.Basu:ⅠndianMedicinalPlants(1918)

(6)R.N.Chopra:GlossaryoHndianMedicinalPlants(1956)

ほかに Gardens'13ullctin6,(6)～(10)pp.165-321(1929-30)に LH.13urki11および M･

Haniffによる"MalayVillageMedicine"と題する論文があるが, その内容は LH･Burkill

著 A D2'cIz-onaり′Of Er〃nomz'lProduct∫tl/-Ma/a_v Penz-n∫uZa(1935),改訂版 (1966)

(DEPMPと略す)に,ほとんどすべて組みこまれているC,またこれはインド系文献の (4)が

モデルになっており,マレーシアおよびインドネシアのほぼ全域にわたる物産誌ともいうべき

もので,各々0)物産の出自は問題としていないが,現状は正確に表現していると考えられる｡

このLljの薬物については K.Heyneo〕Nutt.PlantNed.Ind.ed.of1929や Rumpfs'Herb･

AmboinVermeerd.などの引用も少なくない｡以上の理由で薫物の系統を探る文献としては

不適当であるけれども,その記載は充分参考になった..

ここにあげた文献について,その特徴ないしはその選んだ理由を簡単に記しておく｡

(1) ChincscA′1ateriaMedica(略称 :CMM)

中国大陸においてキリスト教の布教のため各国から多数の竃教師達が派遣されたが,各地で

の布教活動の傍ら,自分達のために当時実際に使われていた中薪を収録し,それらの基原植物

あるいは用法などを書き込んだパンフレットをつくっていたが, 1871年 F.P.Smithがそれ

を集めてまとめ, Matm'aMedz'caa Nat〟γa/Hz'slorJOfChi●naという題名で出版した.さ

らに後目 G.A.Stuartが,他のパンフレットなども参考とし,基原植物も再検討して改訂版

として出版 したものが C/Zi'neseMa/m àM L,dz'ca(1911)である｡ したがってここに記載された

薬物は19世紀前半までに中国の比較的広い地域で実際に使われていた伝統的および民間薬的薬

物を含んでいると考えられるLl

(2)常用小串約手冊 (略称 :常中草荊)

現在中国において中医および医薬衛生技術師等の便宜のために編集されたもので,比較的新

しい薬物参考書といえる(1これには約400品目の植物性薬物が植物図版と共に収載されている｡

そのうち1OO余種の植物は中 国全域にみられるが,残りの約300種は 巨として中国南部に産する
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もので,それらはごく普通にみられる植物であり, 申医らが自採,自製,日用とすることがで

きるという√＼したがって本書は一種の手引書であり,その中には現和 回司南部で使用されてい

る民間薬が多数含まれていると考えられる)

(3)実用生草薬典 (略称 :実生薬)

著者は中華国医学会附設医師研究所の生草薬学教授である｡)本書に記戟された植物は,1949

年当時の中国南部,主として嶺南 (広東および広西)地方の民間薬で,植物の性状,用部,用

途などを記載している(､しかし残念なことにラテン名がない｡嶺南は東南アジアの華僑の出身

地であるから,ここに表現された庄薬名,植物名あるいは別名を有力な手がかりとして,性状

の記載に一致するものや類似するものを選ぶことはできる(〕(2)と比較するとき薬物の採取お

よび利用地域がやや限られていることから,より民間薬的色彩の濃厚な文献であるし､

(4) ADictionaryoftheF,conomicProductsoflndia(略称 :I)EPl)

19世紀末にまとめられたインド物産誌で,薬用植物はそう多くはないが,インドにおける伝

統的薬物のほかに,広く民間薬的なものも含まれている√)

(5) IndianMedicinalPlants(略称 :IMP)

1910年12月から1911年2川 こかけて Allahabadで伝統的生薬の博覧会が開催された｡ そこ

でその出品物を植物学的に同定 し,植物の性状,生薬としての用部,用途,用量,/i理作用,

L名,採取法などを詳しく収載 したもので,1381穫類の植物を含むOこの中には主としてイン

ドの伝統的医学アユルヴェ-ダで使われる薬物および民間薬のl巨ごも比較的広い地域で使われ

ているものが収載されていると考えられる｡)

(6) GlossaryoHndianMedi(､inalPlalltS(略称 :GIMP)

今世紀初頭ユ926年頃からIndianCounci一ofAgriculturとllResearehおよびCouncilofScien-

till(､良IndustrialResearchが中心となり,インド各地に分散している医学関係 (おそらく伝

統医学が主)の文献を収集し,Jjfではあらゆる医療機関において,また家庭において使用さ

れている薬物を調査し,植物の同定,土名,用部,用法などを精査して集大成 したものである｡

ただしインド各地のバザールでみられる薬物については,インド鳥原でないことが明瞭な場合

は,その出所を付記して記載し,それ以外の場合は除いてある｡ つまりこの文献のねらいはイ

ンドで発生し,発展した薬物を正確に描き出そうとしているので,その結果近年流通によって

もたらされ,現在市場でとり扱われている.LIIT.所不明の薬物を除いてしまったため,インドにお

ける現市場の (正確には20年前であるが)生薬の全部は記載されていない｡しかし本稿の目的

とするインド系薬物かどうかを探る文献としては誠に好都合であり,伝統的薬物に加えて,今

世紀初頭までの民間薬をも知る上に絶好の文献である｡この中には約1600種の植物が記載され

ているが, IMP とちがって,植物の性状などはいっさい省略されているので,生薬の同定に

は使い難いoLかし本番は土名の索引もあるので,小柄でなくインド残基を調べる上には有力

109



東南アジア研究 11蟹1号

な手引書となるであろう,J

Ⅲ 個々の中桁についての検討

Ⅱの文献によりその系統を検討し,学名についてはだいたい IndexKewensisにしたがって

訂正.し,(I･K.- で示す)Englerの順に記載 した｡また記載のあったもののみ記したので,

ここに書かれていない時はその文献にはなかったということである､､

(1) S434 梅描 (その他)LaminariasaccharinaLam.(Laminaliaceae)LGB,CMM (昆

#),IMP,GIMP]

CMM のAlgaeの項目中 に L記のほか海藻として Sargassumsiliquastrum があげられ,海

乱 海藻,海乱 昆布は区別されずに,同用途に使われていたらしいL,IMPおよびGIMPに

よればヒンズー語で Galpur-ka-pattaといい,甲状腺腫の治療薬およびヨー ド源とされている.

(2) S466 日石衣 (その他)Gyrophoravellea Aeh.(Umbilicariaceae)[GB (右耳),

DFJPMP]

DF,PMP によれば中国で薬用とするoまたその近縁種である ('･.esculentaMiyoshi(和名

イワタケ)は中国で食用とする｡J

白石衣は表面はざらざらで黒く,東面は灰色で,付着邦が突起するほかは,薄い岩上地衣で

あるO

(3) S465 山村茄 (その他)Trametessanguinea(Fr.)LJloyd(Polyporaceae)[GB (紅

茄),DEPMP(Polystictussa叩uineusFrie可 (和名ヒイロタケ)

GBおよび DTl;PMPの学割 まsynonymである｡本nFrl,は樺色の固いきのこで,DF,PMPに

よればマラヤ系であり,いろいろな用途に使われるが,だいたい外用である二,

(4) S441 金不換 (仝草)Lycopodium sem tum Thumb.(Lyeof)Odiaceac)fGB日 和名

トウゲ シバ)

金不換は同名異物がある｡CMM では GymrapinnatifidaDC(ConlpOSitae)の根をいう｡

常中革新では StephaniasinicaI)主els.(Memispermaceae)の塊根である｡ CMM では L.

japonicum (-L ClavatumL.var.nippomicun和名ヒカゲノカズラ)をいう. これはまた玉

棉,千年柏,薦年松,石松などの別名があるo

Lycopodium 属で全草を使うものも多い(, DFJPIおよび GIMP では L clavatum L.,

DEPMP では LJ･eernumIJ･および IJ･phlegmarial｣.で,これらは東南アジアで得やすい

といっている｡

L.clavatum は温帯,L .qerratum は暖帯に分布する植物である｡

(5) S401 巻栢 (全軍)Selaginellatamariscina(Beanv.)Spring(Selaginellaceae)〔常

中辛粥 (巻柚)〕(和名イワヒバ)

illX



桝田 :東南アジアにおける塗薬の比較研究 (第Ⅳ報)

CMM,rll主,現代実用申貯 引ま巷机に対し,Lq.inv｡lvensSprir唱 和名カタヒバをあてる｡ ま

たCMMでは巻柏の別名として,前出の金不換,玉柏,千年柏,菌年松,石松をあげ,Ⅰ,yco-

pOdiumserratum をあてている｡ これはこの2種類だけでなくF朝露近縁種のいくつかが, か

なり広地域で同用途で使われたと思われるO

(6) S607 尤発草 (全軍)Selaginellasp.(Selagine]laceae)〔推定〕

台湾薬用植物誌の S.planaHieron和名 トリノ-カタヒバによく似ているo

中葉通報 5,90-91(1959)に江軌 摂南一帯 (雲南)に五紙あるいは翠云草として Selagi-

nellaspp.をあげ,伸筋草 Lycopodiumcernuunおよび L Obsourum と同用途をもつといっ

ている｡嶺南釆薬録の龍鱗草は Desmodiumstry(､hifolium(Leguminosae)で全く別物であるo

(7) S400,611 接骨草 (全軍)FJquisetumrancosissimtlmI)esf.(tllJquisetaceae)〔推定〕

恒]名異物があるLIJ('rliでは駁骨草に FJ･arVCnSeL･和名スギナ,CMM では F,.hymaleL.

和名 トクサを接続草あるいは木賊といい,FJ.arVenSeを問荊,台湾薬用植物誌では E.ranco-

sissimumを節節等,F,.debileRoxb.を接骨筒,常用中学約では木賊 (-持帯革,毛管草)に

E.debileをあて, その図では トクサでもスギナでもないイヌドクサ型のものが出ている｡ そ

して同属異種植物も薬用として支障なしといっている〔)すなわち同属異種植物問で,生薬名と

の混乱が常に/生じるものである｡

GIMPにも E.arvenseが記載されているO

(8) S583 松枯E (葉)Pinus.massoianaD.D()n(Pinaceae)〔嶺南采薬録,実生薬 (山

松毛,赤松,菌年松, 古松の葉)〕

Pinus属は i三として樹脂類,材,種子,胞子が薬用とされる(､

(9) S320 松雷粒 (果実)Pinussp.(Pinaceae)〔推定1

まつかさを使うという記搬はまだ文献でみたことがないり

(10) S170 麻黄根 (梶)EphedrasinicaStapf,(Ephedraceae)〔常用中学約,GB (麻王

梶)〕
Ⅰ.K.

CMM では E.vulgarisRich.- LTJ･distachyaL･の根を狗骨といい,地上部とは別の用

途に使われる. IMPでは E.vulgarisおよび Fj.paChycladaBoissの根および全軍, GIMP
I.K.

では E.gerardianaWalト J FJ･dista｡hyaの根および茎を使う｡インドでも中国でも以前は

冗.distachyaが使われていたが,現在は E･sinicaにかわったのだろうか｡

(ll) S427 田枝乾 (仝草)HouttuyniacordataThunb.(Saururaceae)〔推定〕和名 ドク

ダ ミ

cMM では裁,前菜,魚鯉章,本邦においても民間療法的な解毒剤として使われる｡

(12) S188 胡板根 (梶)Piperlongum L.(Piperaccae)｢Glj(革戊),CMM (革茨),

OEPT,IMP,GIMPl

llH
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植物の分布および名前からこれはインド系/生薬であるが,かなり青い時代に中巨鋸こ入ったも

のであろう ｡

インドでは薬用とされる Piper属は多いが,根を使うものは 1-･longllm と P･betleL で

あり, 後者は hetelchewingの葉o)基原植物であると跡時に全用部が使われるが P･lonpum

のほうは椴のほかは果実が使われるだけである(,

CMM では ChavicaroxburghiiMiz(-P.longumL)の根を革菜,その偽物である茎を

寒天没といい,他種は記載されていない｡

GIMPでは根を薬用とする Piper属は前出2種のほかに P･attcnuatum Buch･-Ham･お

よび P.sarmentosum Roxh.があり, これらはローカルな生薬と思われるが, 本生薬の基原

ならびに品質については,なお研究されなければならないO

(13) S47 春根皮 (皮,飲片),S552 樗白虎(皮,住.)Betulautilis0.Don(I主etulaceae)

[GB,(樺),IMP,GIMP]

この桂薬名は本来 eedrelaLhnensisJtlSS.(Meliaceae)あるいは Ai】anthmsaltissimaSw.

(Simaroubaceae)に使われたものであるが,発音の関係で誤って 13etulaがあてられた｡*

T)F.PIおよび CMM に記載されている T3.alhal,.(枠木,樟木)はヨーロッパ樺である,､

(14) S595 風力売 (果実,いが)Castaneamollissima131.(--(㌔dtlClouxiiI)ode)(Fa押-

ceae)〔現代実用中葉〕
LK.

というn

(15) S476 椿樹根 (根)ll'i(､usretusaL.(M()ril,(,/eLle)rGli,(栄樹墳),CWM (椿嚢),J洛

中草荊 (F.microcarPalJ.),DPF,I,IMP,GIMP,台湾薬用植物誌]和名ガジ:lマル

Ir.retusarJと I:.micro(､arpal..は S､,I-onリー1である｢,,

Ficus属には気椙の発達する種が多いことおよびインドだは根を薬用とする FicuLq属が本_/-i:_

薬も含めて数種類あるO

(16) S180 風不動 (茎 ･材)Ficus叩 .(Moraceae)〔推定:1

台湾植物名葉にはこの名称あるいは類似のものが数個あるが,そのうち F.pumilal,.和名

オオイタビが最も近いと思われるO荻野謙治博士はこれを Ficussp.と推定しているo

(17) S185 川破石 (梶)(二'uduralliiLCO(､hinchinensis(Laur.)Kudoetl′TasLlm.(Urtica-

ceae)〔常中等荊 (穿破石)?〕

GBの穿破石は基原が不明, しかも筆者の入手したものと同/仁薬かどうかについても判断し

難い′〕

*(;li(1929)6,23
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(18) S94 山茨茄,S422 金耳環 (全軍)Asarum叩l).(Aristolochiaceae)〔推定〕

両生薬は同属異種であり,柵辛に似ているが,それに-一致 しないn
I.K.

CMM の山慈Iih, 両慈薪は ()rithyiaedulisMiq:--Tulipaedulis13aker(Liliと1(､eae)の鱗

塞,GB.の金耳遠は lJy(npodiumserratumThunl).(Lycopodiaeeae)(異名金不換)であるO

実生薬の金耳環,耳環革の記載は "形以綿半比之粗板,其茎葉如生半夏葉, 味辛苦"で,基原

植物名はないけれども Asarum 属と推定される｡T)lT.PIおよび GIMPには A.europaeum

L.の根,葉の記載があるO

(19) S372,373 芥麦 子 (種子) Fagopyrum esculenttlm Moench(Polygonaceae)[GIi

(新蕎麦),CMM (蕎麦,政変,烏麦,花青,甜蕎)]和名ソバ

CMM によれば葉,茎も薬用,また種子は食jⅢこもなる/,7)F,PIおよび (-iTMPでは上記

のものは F･tataricumGaertn.和名ダックンソバおよび F･cymosum Meissn･シャクチリソ

バと共に食用である｡近年 Fagopyrum属の葉および花にビタミンP作用 (拙 者強化)を有す

るルチンが含有されているとの報告がある｡*

(20) SllO 自 失翁 (全 草) Po】ycarpaeacorymbosaLam.(Caryophyllaceae)｢GIi,

DEPI,IMP(葉),GIMP]

荊材学の白共翁は PulsatillachinensisRepel(Ranunculaceae)の根で, 同名異物がある｡

本生薬はインド系であるが,いつの頃から中国にとりこまれたのであろうか｡

(21) S239 白蓮花 (花)NelumbonuciferaGaertn.(Nymphaeaceae)｢GB,(仁蓮花),

CMM (菌苔),IMP,GIMP](和名-ス)

-スのほぼ全用部が使われるO中国系文献では特に根茎,乱 葉柄,種子,果実,雄蕊,肝

芽および花托である｡花 (花弁)はインド系文献にみられるので,その使い方もインド系であ

ろう｡

(22) S]95 荷適薬 (葉)Nelumbonuciferar1aertn.(Nymphaeaceae)〔推定l和名-ス

通常荷叶あるいは蓮叶といえばハスの葉で,葉柄基部を含む年薬である｡,本品は基部を含ま

ず,大きい葉上面を内側にして端から巻き, 径約 4cm,良さ約 6(､m,中央でくくって俵状と

したもので,荊材学にはこの形で生薬の記載がない｡

(23) S57 凪尾蓮 (全草)CoptisteetaWaH.(RanuncLLlaeeaeHCMM,荊材学]

第 Ⅰ報において本性薬を C.anemonifoliaSiebetZuc(i.(rTJ3) としたが, 信己の学名に訂

正するOというのは C.anemonifoliaは本邦のオウレンに対 して名づけられたものであるが,

それは C.japonica(Thumb.)Makino と訂正され,特産とされているからである,1---万荊材

学によれば,家運 (栽培黄連)の比較的若いものを福建で凧尾連という｡ しかしこれは茎葉が

*今井ら:英誌 (1971)71266
小滞光,奥田朝暗:薬学 ルチンの化学と薬理作用
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除去されたものであるoCMM およびインド系3文献でも使われるのは根茎であるO

(24) S3 准木通 (茎 ･材)C1ematismontanaliuch-Ham.exI)C(Ranunculaceae)〔常

中草荊 (准通)〕

荊材学において木通の基原としては HocquartiamanshuriensisNakai(Aristolochiaceae)

を代表に, 附誌の項では Akebiaquinata(Thtlnb.)Decaisne和名アケビ (Lardizabalaceae)

armandiFrauchet小木通を記載している0 本生薬は准河地方産木通と考えられるので,それ

らと産地が一致しないため,基原を常中草薪によったoGlうでは既に2種類が識別され,贋木

適を Akebiaquinataおよび勝木通を Clematissp･(広東産)としている｡ CMM にもこれ

ら2種があり,Akebiaquinataは北京市場晶で,一方税関リス トには輸出港により Clematis

hcracleaefoliaDC (Ncwchwang),(∴ grra･taWall(Hankow),および C.ef.sinensisLOur.
I.K.

(Ningpo,Canton)一一一一ナC･chinensisRetz･となっている(,

以上のことから木通の基原として地域によりウマノスズクサ科 (Aristolochiaceae), アケビ

料 (Lardizabalac/eae)およびキンポウゲ科 (Ranunculaceae)の蔓性植物があてられており,

また Clematis属のなかでもいくつかの種が記載されているので,詳細な研究が必要である｡

なおインド系文献においても薬用とする Clematis属が数種類記載されているが,そのうちで

茎を使うものは C.gouriarlaRoxb.だけで,大部分は葉を使い,しかも DEPIによれば

CMM の C.grataWallおよび常中学約の C.montanaは薬用としていないo以上のこと

から Clematis属の利F-削まインドと中国でそれぞれ独立的であると思われるoなお本邦では木

通といえば Akebia(luinataアケビを指すが,これは本草綱目啓蒙以降である｡*

(25) S181 黄藤根 (茎 ･材)Arcangelisialoureirii(Pierre)I)iels?(Menispermaceae)

〔常中草荊 (黄連藤)〕

GBでは黄藤として FibraureatinctoriaLour.(Menispermaceae),用部は根および茎で,

マラヤ系生薬と思われるものがある() 本生薬はこれにたいへん近縁と考えられる｡ DEPMP

によれば Arcangelisia属は近縁の Anamirta属,特に Anamirta(､occulus(魚毒植物)と混

同されている｡Anamirta属はインド,ビルマ,タイ,インドシナおよびジャヮに分布するが,

マレー半島部にはみられない植物であるしノこの果実はインドL7;頭風の駆除および皮ふ病に外用

する(〕Arcangelisia鮎va.は魚毒としても使われるが, berberineを含有するので医薬品とし

ても重要である｡

一方 Fibraurea属はインドからマレー半島にかけて分布し,染料としてインドでは F.tinc-

toriaLour,北東インドでは F.trotteriWatt,マレー半島では F.Choroleucaを使う｡これら

はいずれも berberineを含有し,マレー半島では薬用にもする｡

*小野蘭山 :本桐剛-1西蒙(lRO:'')
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以上から本生薬の基原については Arcangelisia属か Fibraurea 属か不明であるが,薬物

として使用されたのはマレー､錯もが最初であると思われるO

(26) S164 清風藤 (茎 ･材)Sinomemiumacutum(Thumb.)Rehd.etWils.およびvar.

(･inereumRehd.etWils.(Menispermaceae)〔中荊志,和漢薬名乗〕和名オオツゾラフジ
中荊志では と記のほかに青嵐藤, 青藤,大風藤 (湖北銘)と異字名および別名がある｡ ほか

に清風藤科 Sabiaぐeae･の清風藤 SabiajaponicaMaxinl和名アオカズラとい引司名異物もあ

るが,これが桂薬となることは極めて稀であるという｡,

本邦ではオオッズラフジを漢防巳というが,これは本草綱目啓蒙以後である｡*

(27) S577 両蒼根 (梶)Litseac,ubel)aPersoon(Lauraceae)〔常申軍都 (山雀樹一植物

名-),台湾薬用植物誌〕

本生薬の果実を山蒼 予という (荊材学)｡常 申 草窮によれば,根のほかに峯, 葉, 果実も薬

用とする｡

(28) S33 千下腿 (茎 ･材)IJinderachiuniiM(i,rr.(L auraccae)〔常中革新 (千打錘)〕

基原植物は広西および広東に分布する｢〕

(29) S325 撞木子 (果実) Cinnamomum (､amphoraSieb.?(LauraCeae)[常中学約,
Ⅰ.X.

GlS(C.camphoraNces),CMM (Camphorao瑞cinarum NcesexWall-- Cinnamomum

camphoraT.Nees良Tll,berm.)]和 名クスノキ

本ftf.薬は本邦でみられるクスノキの果実とやや異なり,色はかっ色,形はやや大きく,不整

形である｡

(30) S417 無限軒 (全草)CassythamiformisL.(LLulra(･eae)rI)FJPr,IMP,台湾薬用植

物誌]和名スナズル

台湾植物名嚢によれば と記のほかに CuscutaaustralisL.(C｡nv()1vulileCae)和名マメダオシ

を無根草という GIMPでも CuscutahyalinaRothおよび C.re鮎XaRoxl).はインドに分

布し,全章を薬用とするO

CassythafiliformisL は本邦暖地から中国および東南7ジアにかけて分布する｡

本生薬はマメダオシよりもスナズルに近いが,Cuscuta属の他種である可能椎もある｡

(31) S311 芙棄売(果皮)Papaversomniferum L.(Pat)とIVeraCeae)Ir)F･PT,CMM,Gli
(粟売)]和名ケン

ケシの未熟果実に切傷をつけ浸出する乳液を集め,乾かして,かっ色の塊となったものが阿

片である｡本塗薬は多分その後完熟させた後に採取 したものであろう.,

果皮を使うものとして IMPに P.RhoeasL.,GIMPに P.ntldi(､肌11e/L.が記載されて

いるが,これらはインド原産ではない｡

*藤田直市 .'薬学雑誌 (1926)46,725-736
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(32) S241 金笑梅 (全車)DroserLLlhrmanniViLhl(1)roseraceae)[GI3(錦地塵),実生

薬 (錦地確,一乗美容ノ托, 連地薙),GIMP]nEPIによれば D･peltataSm･CxWilld･の葉
を使うが上記の植物は使わないという(つIMPでは Ⅰー).T)eltataの隻を使い,riTMP では葉お

よび全章,上記植物および D.indicaの全草を使うという｡

(33) S575 背徳根 (梶)RosamultifloraThumb.(Rosaceae)｢CMM,古今薬物別名考]

和名ノイバラ

古今薬物別名考ではノイバラを蕎彼といい,用部は根,花,果実で,それぞれ根名を培摩,

山棟, 牛勘, 牛嫌, 花名を刺攻花, 果実名を営実という｡ CMM では R.multinora-=R.

indicaIJ.で,用部は根,葉,花 (仏見笑),果実 (営実),全軍 (埼摩)であるoI)FJPTおよ

び IMPでは,Rosa屈は花を使い, ("TTMl)で根封 吏うものは R.banksiacR.1号r(IIl固原

産)および R.centifoliaL.(コ-カサス原産)の2種で,R.multifloraは果実を使うというし､

(34) S175(限),S176(茎 ･材)金華限RosalaevigataMich.(Rosaceae)[CMM,Gfi

(某根)]

卜記植物の薬用部は果実 (金桜子),種子,花,葉,根,根皮である｡ したがって,S176の

茎 ･材からなるものは根の代用品であろうかO

(35) S317 雪梨干 (果実),S315,S316 雪梨皮 (果皮)PyrussinensisMich.(Rosa-

eeae)[CMM,G13]

文献の薬用部は果実である(､

(36) S435 北柴草 (全軍)Potcntillと-ノSericeal-.(Rosaccae)lGB (紫章),GIMP]

CrlMPで上記のほかに P.とLnSerina1..の全軍,限,葉,P.klcinianaW.&.A.の葉,根,

茎,P.reptansIJ.の全章,根も使うという(.

(37) S190 一条限 (恨)FleminghCOngCStaR()xh.?(Lcguminosae)〔推定〕
Ⅰ.K.

荻野謙治氏による′〕台湾植物名費では Desmodiumpseudo-triquetumDC-- D.triquetum
I.K.

I)C,台湾薬用植物誌では MoghamialineataO.K∴--FlemingialineataRoxb.である｡

(i,B に一条根の名はあるが基原は同定されていない(〕インド系3文献には数種の Flemingia

属の根が薬用とされている｡

(38) S469 血風根, S470 地風根 (茎 ･材) Millettia(,f.eongestiAoraT.C.Chen

(Leguminosac)〔荊材学 (密花崖豆藤)二〕

荊材学に2楕類の難血藤が記載されているうちの一つであるが,標品あるいは類同品との比

較による確認はまだしていないし､

GBの地風 (梶)は基原が記戟されておらず,本生薬との同定も難 しい｡

(lIMPには M･auriculataBakerおよび M.pachy(､arpa13enth.が記載されているo

i)EPMPではマラヤの民間薬として M.hemsleyanaPrain および M.sericeaBenth.を
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あげ,これらの薬は歯痛ほか多目的用途をもつが,後者の根はジャワにおいて人および家畜の

傷口の消毒剤として,またモルッカ諸島では魚毒として使うという｡(K.Heyne;Nutt.Plant

Ned･lnd･ed･of1927,p.779から引用)

(39) S165(梶),S166(茎 ･材)牛大力 Millettia叩eCi()saChamp.(Lcguminosac)〔常

亘]草荊〕

根が本来の薬用部である｡ S165と166はロットちかいで, 茎 ･材からなるS166は品質的に

やや劣等品と考えられる｡,

(40) S312 菜豆売 (果皮)VignacatjangWalp.(Lcguminosae)lGB (自豆殻)]

本植物は熱帯の作物で,種子を食用とするo GBおよび DEPMPによれば,華僑がこの種

子の粉末から一種のめん類をつくっているので,その際の副産物として多量に産出されるとい

う｡また本植物の葉はマラヤで薬用とされるという()

(41) S398 人字草 (全軍) Zorniadephylla(L.)Pers.(Leguminosae)〔常中草荊〕和名

スナジマメ

DEPIおよび GIMP によればインドにおいて本植物の根を子供の眠り薬として使うとい

う｡それはこの植物の葉が夜閉じるという現象からきている｡

(42) S418 千里光 (全軍)1.espedezacuneata(DnMontdeCourst)G.Don(Legumi-

nosae)〔台湾薬用植物誌〕和名メド-ギ

CMM･常中草薪では千里光,千里及,九里明に対 し,Seneci()scandcnsliLICh-Ham.(Com-

positae)をあて,また Gl弓ではそのほかに IiltlmeaChinensisDC(Compositae)をあててい

る｡

DEPMPでは Lespcdcza属は頻用でなく飼料とされるという〔〕
したがっていつのまにか,どこかで基原植物がいれかわってしまったとしか説明のしょうが

ないものである｡

(43) S426 青赤軍 (食草)Lespedezasp.(Leguminosae)〔推定〕

形状から IJ.(:yrtObotryaMiq.和名マルバ-ギに極めて類似するし

(44) S168 川山尤 (梶)Bauhiniasp.?(Leguminosae)〔嶺南釆薬録 (過江龍), 実生薬

(過江龍,川山龍,三角風膝)〕

常中草荊では辻江龍として Entadaphaseoloides(L.)Merr.(Leguminosae),用部は種子お

よび藤である｡インド系3文献上によれば,数種類の _Bauhinia属が使われるが,根を使うの

は B.purpureaL であるoまた DEPMPではジャヮで li･acuminataL の根を使うとい

う し)

(45) S238 楊桃花 (花)AvcrrhoacararnbolaL..P(0ⅩalidaceaeHT)EPMP]

CMM によれば楊桃あるいは羊桃は AetinidiaclinensisPlauch.(Actinidiaceae)の果実を

117



東南アジア研究 11巷 lI/i

指すが,中国南部ではこれでなく AverrhoacarambolaL,の果実をいう｡Ⅰ)EPMPによれば

別種 A･bilimbiL.のほうが声 く使われJ,ジャワで今も使うという(K･Hcyne1927からの引

描)､､ しか しベ トナム, トンキンでは A.CとLl･ambolaの花を使い､マラヤでは A.bilimbiの代

用として使うという〔｡(13urkillandHarriff:MedicalBo()k()fMalayar]Medicineからの引用)

(46) S182 黄皮根 (根),S368 鏡皮核 (種 (-)ClとLuSenaWampiOliver (Ruta(二eとLC)

｢(ili,CMM (根,腫 f･)]

Cl′TM によれば薬J旧邦は限および果実 (長皮果という)であるし〕常rlJ革新では C.lansium
(1,our.)Skeels(-C.wampililaneo,(lTIMP)の種子を貴皮核といい,GIMPでは果実を使う

という｡ 近縁種間でやや学名が混乱 しているが,解明する手がかりがなかったので,そのまま

あげておくO

(47) S244 植紅花 (花)CitrusAurantium L.(Rutaceae)[Gli(橘紅花),IMP,GIMP]

CMM では C.decumanaMurr.ほか2- 3の近縁種の花および果実, 葉, GB では C.

grandisOsbe(･k,GIMPではそのほかに C.i-ledicaL.も亜用とするO

(48) S367 柚子核 (種 子)CitrusgrandisOsbeek(Rutaceae)[GB (柚核)]和名ザボン
LK.

杖われ,IMPでは C,medicaIJ.を使うという｡)

(49) S321 釧 !]:乾 Fortunellajaponicasw･(Rutaceae)[CMM,Glう(金橘,Citrusjaponica

Thumb.)]和名キンカン

本植物は中国からベ トナムにかけて分布 し,本邦では栽培である｡

(50) S475 刺刀根 (限)/JとLnthoxylum avi(､ennae(Lam.)DC(Rutaceae)〔常中草荊 (刺

倒榊),鳥不宿, 鷹不宿)〕

(51) S481 刺公猫 (茎 ･材)/-anthoxylumcfavicennaeI_)C(Rutaceae)【二推定〕

(52) S548 人刺共,S549 珍珠疾 (茎 ･材)∠anthoxylumsp.(Rutaceac)

(50),(51),(52)の4生薬は非常によく似ているので,ここでまとめて述べる｡

CMM では Z･piperitum DC 川根 凋 板)和名サンショウの根および Zamthoxylum sp.

登板の根および茎を使うというoGl卜 引ま鳥不宿に対L Zanthoxylumsp.をあてている.S

475刺刀根は /J.Piperitum に一致 しないので, ひとまず常中辛薪にしたがっておく｡ S481

刺公猫は S475刺刀根とほとんど区別ができないが, ずいがあるのでこれは枝である｡ S

548火 刑 共およびS549珍珠燐は前 2者と似ているが,皮部がうすいことと刺の基部が縦良で良

さ 3mm,高さ約5mm の上向きの刺がある点で異なっているO(S481刺公猫の刺はコルク質

で半球型の上に鋭い針のような形である)′Jそしてこの刺は比較的不規則に分lr]Lしているo L

たがって荊公猪は太い幹の,大刺共と珍珠境はそれより細い枝とも思われる｡

インド系 3文献でもある種の 7Janth()xylum 属の枝,刺あるいは根を使うという0
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参考のために形態的に類似する Zanthoxylum sinensisおよび Kalopanaxpietus (Ara-

1iaeeae)とこれら4生薬の皮部について行なった ChemicalScreeningTestの結果をあげてお

く｡

休

S475 刺刀根

S481 郭公猫

S548 火刑其:
S549 珍珠賦

Zanthoxylumsimu】ansHance*
トウザンショウ,川椴,花椴,萄椴

Kalopanaxpictus(Thunt'.)Nakai*
- リギ リ,刺微樹

Fhltke?vleoridtest).ちぎfeTifBCHri:(:;i註t?rrtTs:滞 l?,1itcL;?"､ 聞 iごtest,

】

十

十

+

i
L

･1-

･･｢

*北村ほか:iF原色日本植物図会!:.'iLi木本編 IJl(1972)

(53) S472 椿根藤 (茎 ･材)Ailanthusaltissima(Mill)Sw.?(Simaroubaceae)

(54) S48 樗自皮 (皮)Ailanthusaltissima(Mill)Sw.(Simaroubaccae)[CMM,DEPI,

IMP,GIMP]

(55) S467 白椿根 (梶)CedrelasinensisJuss.(Meliaceae)[CMM]

(56) S553 日春根皮 (皮)CedrelasinensisJuss. (Me】iaceae)[CMM,II)EPI,IMP,

(iIMP]

これら4生薬は先に述べたS47春根皮およびS552樗自皮と共にその生薬名に類縁があり,

かつ,座薬もよく似ているため,基原に混乱があるのでまとめて述べることにするo

CMM,DEPI,IMPおよび GIMP において,Ailanthusおよび Ⅰ主etula属の樹皮だけが避

用となるが,Cedrela属は CMM によれば,枝,梶, 皮および果実,IMPおよび GIMPで

も皮および花を使うという｡

入手した関係のある真:.薬は6品目で,用部および基原植物の関係は次の通りである｡

No. 生 薬 名 周

春

樗

白

日

椿
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3

7

2

7

5

8

5
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7

4

5

4

5

4

4

S

S

S

S

S

S

根 皮

目 皮

皮
根
藤

･

鮒

椿
根

部, 形 状

汁

辛

〟 , 飲 片

〟 , -坐

根 , 飲 片

枝 , 牛
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これらの基原植物の文献上の用部は次の通りであるO
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基 原 柄 物 CMM I)EPI IMP (iIMP

I

lietul;1t】tili､外,近緑柿 皮 皮 皮 皮

･､e(lrelこtSiI,t､IISi･l lFl!:豊実 ノ皮 吃 桂 ,Fk,柁

この表か らもわかるように, 枝あるいは根を薬用とするものは Ccdrcla属であるが, なお

外拙 い.Cedrelaおよび Ailanthus に非常によく似ている (_'h()crospondiasaxillaris(Roxb･)

1日 ,.HurttetA.W.Hill(Anaeardiaceae)和名チャンテンモ ドキとも比較 した上で, その基

原を解明するつもりである.1

(57) S187 棟憤根 (梶)CanariumalbumRaeush?(Burseraceae)

cMMに轍機の果実および核 (種子)を薬用とする記載はあるが,根については何 も言及 し

ていない(メ

(58) S374 油桐子 (種子)AleuritestrilobaForst(-A.molluccanaWilld.)(Euphorbia-

ceac)[CMM (石栗),DF,Pl,IMP,GlMP]

CMM では果実および種予油,1MPでも種子油を使う(⊃

(59) S8 舟首香 (限)CrotoncrassifoliusGeisel.(Euphorbiaceae)〔常中辛約,実生薬〕

CMM および Gl3によれば Aquilaria属特にA.agalochaRoxb.(Thymelaeaceae)を鳩皆

香という(.この植物は沈香の底原植物であり,材に芳香ある樹脂を含有するL,

本庄英は細い根で喬木の根というより,多年生串本の板 と思われる(〕

(6O) S578 克画風 (根)lircyniafruticosとL(MuelトArg.)Hook.f?(lllJuPhorbia(.eac)｢二雷

州半島的植被 (黒面神)二]

(i13では黒面神に Phyllanthussp.(EtlPhorbiaceae)をあて,葉を混入する細い枝であると

記戦されているが,これは本庄東に一致 しない.

(61) S479 木蝋 ｢根 (根)Phyllanthusemblicalノ･(Euphorbiaceae)[常中軍縮(余相 子),

IMP,GIMI)]

t)EPMP によれば本植物の各部はインドにおいてよく利用され,根は吐剤になるという｡

(62) S471 人圧潰 (梶)FJuOnymuSlaxifl()rusChamp.eX13enth.(Celastraceae)〔台湾

薬用植物誌 (大丁黄,大汗黄)〕和名シマアズサ

r'Bには人 丁~王として E.pellucidifoliusHayata(台湾産)が記載されているが,その名称

はもとはマメ科の Erythrophloeum Fordii(広東産)のものであったという｡

(63) S2O7 桑芽茶 (英)AcerginnalaMaxim.(Aceraceac)〔江券省植物蕗材誌〕

IMPでは A.I)i(､tumThunb.の枝,葉,GIMPでは葉および皮を使うというO

(64) S245 龍眼花 (花),S369 絶眼核 (種子) NepheliumlonganLLCamb.(Sapindとし
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ceae)lCMM]

CMM では花,種子のほかに葉,果実,GIjでは花,薬,GIMPでは果実を薬用にすると

いう｡ また IMP には中国で果実を食用あるいは薬用とするという記載がある｡

(65) S370,S371 本患子 (果実)SapindusMukurossiGaertn.(Sapindaceae)[常中革

新,GB,CMM,DEPI,IMP,GIMP]和名ムクロジ
I.K.

(66) S410 山葡萄 (全軍)VitisbryoniaefoliaBunge(- V･viniferaL.)(Vitaceae)

[CMM (山葡萄,野葡萄,要魔),ⅠMP,GIMP]

CMM では地上部 (つる)と根とは別の用途で使われ,また Ⅰ･K･では synonym として

いるが,葡萄酒をつくるというⅤ.virrifera葡萄とは別種としているo常中等荷によればAm-

pelopsisfrevipedunculata(Maxim.)Koehneをあてているが, これは本生薬に一致 しないo
l.K.

(67) S209 布漆葉 (薬)Micro(-ospaniculataL.仁- GrewiaMic,roc°sIJ･)(Tiliaceae)
[常中単純,("TIMP]

GIMPによれば G,paniculataRoxb.の根はインドシナおよびマラヤで薬用とされている

という｡また 工)EPMPではマラヤにおいて上記植物の葉および根を薬用とするという｡

(68) S289 苑厨子 (種子)CorchoruscapsularisL.(Tiliaceae)〔GB (充蔚子)〕

菟蔚子は本来 LeonurussibirieusL.およびその近縁種 (i,abiatae)の果実をいうが,本生薬

はそれらに-致 しない｡CMM には本生薬の記載があるが, 種子を薬用にするという記載は

みられないOこの植物はせんいをとるため熱帯アジアに広 く栽培されている0-万 C.trilocu-

1arisL,.はインド系3文献において,せんいをとる植物であるばかりでなく, 種子を薬用とし

て使うというo IMPではさらに2種類の種子も使う｡ 以上のデータから,充蔚子の基原植物

がマラヤですりかえられたと思われる｡ なお京大薬学部生薬学教室の生薬標本の中に木村康一

(69) S423 耳牽革 (全軍) Abutilonindicum(L.)Sweet(Majvaceae)〔常申軍縮 (耳摘

早,牛略章,磨盈単),台湾薬用植物誌 (磨盤革,甚響革-一層面一),GIMP〕

DEPMI)によればインドおよびマラヤにおいて本植物の葉が使われ, シンガポールの華僑

は HtohhoichhauHという名で売っているという()

(70) S412 帽子草 (全軍)AbtltilonavicennaeGa(∋rtn.(Malvaceae)〔台湾薬用植物誌

(帽子盾),IMP〕

インド系3文献には同属近縁種がさらにいくつか利用されている｡

(71) S569 綿花仁 (種子)GossypiumherbaceumL.(Malvaceae)[CMM,DEPI,IMP,

GIMP]

インド系3文献では本植物の全用部が使われるが, CMM では種子だけが重用として使わ

れるという､)
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(72) S183 芙蓉根 (梶)Hibiscusrosae-sinensis1,.(Malvaceae)｢Gli(川樫皮),常中辛

約 (扶桑),IMP,GIMP]

荷車等約では根のほかに北,某も使われるという｡ DEPMPでも本植物の根,花,葉をマ

ラヤで使うという｡ インド系文献には同属近縁種のほぼ全用部が使われる｡

(73) S174 蒲黄共 (梶)Hibiscustrionum L.(Malvaceae)〔Gli(和尚頭)〕

(74) S237 本綿花 (花)G()ssampinusmalabarica(DC)Merr.(Bombacaceae)[常中辛

約 (木桶),GB,CMM (Bombaxmalabaricum DC,木綿花,DEPI,IMP,GIMP(Salmalia

malabaricaSchottetEndl.)]

各文献で使われている学名はすべて Synonym である｡ DEPMP によれば華僑は花を輸入

して皮ふ病薬とするという｡

(75) S319 山竹売 (果皮)GarciniamangostanaI..(Guttiferae)[GB (山竹呆), IMP,

GIMP,DEPMP]

DEPIでは果皮は染料とする｡ D七二PMPによればシンガポールからL回至上 輸出するという｡

(76) S439 茶時疾,S212 時茶疾 (全軍)VioladiffusaGingP(Violaceac)〔台湾薬用

植物誌 (茶匙黄)〕

CMM では Ⅴ.pinnataL.胡重草,Ⅴ.sylvestrisLam.董菜,Gliでは Violasp.集膝主,

インド系3文献にも全草を利用するものがある｡ DEPMPによれば中国では V.patriniiDC

を使い,マラヤの中荊荊行ではこれを輸入 しているが,多分2-3種混合 しているであろう｡

(77) S240 石櫛板 (花),S574 石棉根 (梶)Punicagranatum L (Punicaceae)[GB,

OEPI,ⅠMP]和名ザクロ

DEPMPによればマラヤで根を下痢止めとして使うという｡

(78) S414 金石留 (全学)Osbcckiaclrinensisi,.(Melastomataceae)〔常中革荊 (天香

炉)台湾薬用植物誌 (金石梱)〕和名ヒメノボタン

GIMPでは同属異種植物が使われるO

(79) S45 鴨脚皮 (皮)Schc冊ernoetol)hylla(I.()ur.)Harms(Aralia(二eZte)〔筒中革 新〕

鴨勝木の樹皮と考えられるo
LK.

(8O) S13 馬不企 (茎 ･材)AraliadccaisneanaHance(-→A.叩inosaL.)(Araliaceac)
〔常中草荊〕

文献による用部は板であるが,本生薬にはずいがある｡ しか し刺の痕があまりみられないの

で根に近い部分であろうoChemicalScreeningTestは次の通り,アルカロイド(Meyerrcagent)

-,タンニン (FeC13SOln)-, トリテルペノイ ド又はステロイ ド(Lieberman-13urchard)+サ

ポニン (起泡)+,このデータは党の 7,anthoxylum 属標品および推定 した生薬と Aralia属

標晶の (_1-emiL･alScreenir唱Teトーの結果とよく､一致する｡
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(81) S210 鹿含串 PyrolamedicaSw.(Pyrolaceae)[GB]

CMM では P･medicaSw.鹿踊草,現代実用中英では P.japonicaSieb.,斬江中軍手冊で

は Pyrola属ならば種御用わず英用可という記載がある｡

(82) 香排革 (根)工JySimachiafoenum-graecum Hance(Primulaceae)〔GB (霊香草),

中荊志 (排草,客陵香)〕

CMM では L.sikokianaMiz.排草,排草香,霊香草,中荊志によれば新江地区でOcimum

basilicumL.夢勧 (Labiatae)を零陵香,排草という｡,
I.K.

(83) S386 紫地T (全章)GentianaLoureiriiGriesb.(→ G.indicaSteud.)(Gentiana-

ceae)〔GB (地丁)〕
荊材学の紫花地丁,地 ｢革はViolaceaeの ViolayedoensisMakino,CMM でもⅤ.patrini

DC(-Fumariao斤ieinalisIJ.),現代実用中薬でも Ⅴ.ChinensisG.Donであるが,本生薬は

これに一致 しない√ 山方インド系文献では3種の Gcntiana属が使われる｡なお大阪目盛株式

会社生薬輸入部の紫花地Tも Viola属でなく Gcntiana属である｡

(84) S587 鳩目.花 (花)PlumeriarubraL var.acutifolia(Poir)Bailey(Apocynaceae)

〔常中草荊 (喝蛋花)〕

GB,DEPI,IMPでは P.acutifoliaPoir,GIMPでは P.rubraL を使うというO

(85) S610 甜老葉 (全草)Tylophorasp.(Asclepiadaceae)〔Glミ(甜老)〕

IMPおよび (iIMPに数種の Tylophora属が記載されている｡

(86) S167 武靴藤 (茎 ･材)GymnemasylvestreR.13r.～(Asclepiadaceae)〔IMP,GI

MP,図説熱帯植物集成〕

文献の用部は葉および根であるoGB の武靴行は基原不明生塵の一つである｡
Ⅰ.K.

(87) S169 馬鞍藤 (茎 ･材)Ipomoeapes-capraseRoth(- LbilobaForsk･)(Convoト

vulaceae)し常中革新,台湾植物名東〕和名ダンパイヒルガオ

インド系3文献に Ipomoea属の茎を薬用とするものは上記のほか2- 3種ある,,

(88) S27 廉梗 (茎 ･材)Pcrillasp.(i,abiatae)lGli｣

荊材学では P.frutescensliritton∀ar.crispa(Thumb.)Bcnth.和名シソを基原とするが,

本邦抜培のシソと比較するとき,本生薬は茎が太く,本化の程度も強いので,異種と思われる｡

(89) S242 益軒花 (花)Leonurussibiricusi,.(Labiatae)〔江券省植物商材誌〕

本植物は全章および種子 (菟蔚子という)を使うという文献が多いが,花を使うという記載

は稀であるO

(90) S395 線薗陳 (食草)Origanumvulgare1-J･(Labiatae)[GB,DEPI,IMP,GIMP]
Ⅰ.X.

(91) S404 宰枝連 (全革)ScuteliariabarbataDon上-S.rioularisWall)(Labiatae)

し常中等荊〕
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(92) S409 希遺草 (全章)AnisomelesovataR.Iir.(Labiatae)〔嶺南釆薬録 (稀壷草)〕

商材学の稀碁草は SiegesbeckiaorientaleL.var.pubescensMakino(Compositae)和名メ

ナモ ミ,CMM では S.orientateL.である. しか し本生薬はこれらに一致 しないので,第Jl

報において Isodonsp.(I,abiatae)としておいたが, 今回又献により上記学名のものと推定さ

れたので訂正_する｡ItMPおよび GIMPでは本植物のほかに A.malabarica13r.が記戟され

ている｡

(93) S438 韓枚等 (全章)Scutclla.riaindicaL.(Labiatae)〔常中草荊 (鞘儒学), 嶺南

釆薬録〕和名タツナ ミソウ｡

GB の韓信草は 130nnayareptans13enth.(Scrophulariaceae)でこれは本生薬に一致 しな

い｡GIMPに S.galericulataL.,DEPMPに S･discolorColebr･が記載されている｡

(94) S598 血見愁 (全軍)TCucriumviscidumlllume(IJabiatac)し常中草荊 (血兄愁,

山蓉香,破面草,方枝苦尊),嶺南釆薬録〕

新村学では Acalyphaaustralis1..(Euphorbiaceae)和 名エノキクサ, CMM では Rubia

cordifoliaL.(Rubiaceae)和名アカネであるが,本生薬はこれらに一致せず,第Ⅱ報で Labiatae

と推定 しておいたものである｡本邦のツルニガクサは本植物の変種となっている｡ GIMPで

は｢司属別種で薬用とされるものがあるO

(95) S468 日茄租 (梶)SolanumdulcamaraL.および S.spp.(Solanaceae)〔GB (茄

椴)〕

CMM では S･melongena和名ナスを茄といい,根,塞, 葉, 果実を薬用とする｡インド

系3文献では根を薬用とする Solimum 属は数穫記載されている(

(96) S434 灯友軍,S416 rrl千草 (全車)PhysalisangulataL.(Solanaceae)〔CMM

(苦藤),台湾植物名菓〕和名センナ りホオズキ

CMM では P.alkekengiIJ.と本植物を区別 していない.常中学約では灯卦 封こP.minima

lJ.をあてている｡ IMPでは P･minima,GIMPでは P･alkclengiおよび P.angulataL.

が記載されている∪

(97) SIO 神羽箭 (全軍)BuchneracruciatalミtlCh.-Ham.(Scrophulariaceae)〔GB,突

生薬 (神羽箭,衛茅,黒骨学)〕

荊材学の鬼箭羽は FJuOnymuSalata(Thunl).)Rcgel(Celastraccae)別 名衛矛の茎の羽状突

起物である()実生薬に "草本,即衛茅枝幹上之羽,勘 乱｣二有花以箭羽数名,根晒千変黒色"と

記載されている.CMM の神節,鬼箭は ILthunbergianuslilumeである.,

(98) S425,S432 金牛革 (全軍)Veronicasp.(Scropllulariaccae)〔推定〕

G13の金牛はArdisiasp･(Myrsinaeeae)で,薬用部は根である｡CMM の金牛革は Kyllin一
口本植物誌

(1965)
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および Ardisiajaponica(Thumb.)liL 紫金牛-洩i上川 ス ト-で, 本 生薬とは一致 しないくつ

IMPおよび GIMPでは 2-3の Veronica属の全軍が薬用とされるく)

(99) S431 t三射香 (仝 早)Adcnosmaglutinosum (IJ･)I)ru(､e(Scrophulariaceae)〔GB,

常中草荊〕

DEPMPによれば A.eaeruleumR.lir.が呪術〔畑甘途,A.capitatulll1ienth.はインドネ

シアで薬用および t)etelehewingの材料として使 うという

(100) S403 定穣隼 (全章)Linderniasl)･(狗:り2)(LqCrOPhularjaceae)および Hcdyotis

sp.(約1/3)(Rubiと1°Cae)の混合物 〔台湾植物名菓〕

G13の定経革は韓信尊と異名聞物で 130nnayareptansHetnth.をあてているがこれを訂正

var.cerbenifolia(Calsm.)Hara和名スズメノ トウガラシ,(2)Hcd),otiscorymbosa(I,.)Lam.

(-OldenlandiacarymbosaL･)および (3)H.diffusaWilld.(-0.diffusaRoxb.)和名フタ

バムグラであるい

(101) S3,77 黒芝麻 (種 予)SesamumindicumlJ.(Pcdalia(:eae)lCMM (胡麻),DEPI,

IMP,GIMP]

(102) S428 九干葉 (全章)DiclipterachinensisNees(Acanthaecae)[Glう(九千菜)]

IMP,GIMP では D.RoxburghianaNeesを使 うという′, DEPMP によればマ ラヤの

Diliptera属は薬用に しないという記載がある｡
LK.

(103) S473 鐘枝限 (梶)Gardeniafloridai..(- ◆G.jasminoidesEllis)(Rubiaceae)

lCMM (種子根),GTMP,1)FJPTI

GB の山楯眼は Gardenia sI_).で, これは中薪ではないが,インドで頭痛薬として使 うとい

う記載がある√､CMM では楯子根は本革にはないが,l机請として流通 しているという｡ IMP

には C.turかdaRoxb.が記搬されているo

(lO4) S189 人骨丹 (眼)Rut)ia.HP.(Rubiaceae)[G73(人骨丹),(lTrMP]

CMM では R.cordifolia1..の根を乾といい,薬用および染料にするという,,

(105) S420 金剣草 (全軍)RubiaeordifoliaIJ.(Rubiaeeac)｢CMM,(茜革),DF,PI,

IMP,GIMP]

(1O6) S430 月&･草 (全章)HedyotiscfherbaceaL･(Rubiaceae)[GIMP]

(107) S405 蛇古学 (全軍)HedyotisdiffusaWilld･(Rubiaceae)〔筒中尊前,GIMP〕

和名フタバムブラ

(108) S623 珠 予草 (全軍)Hedy()tiscorymbosa(L･)IJam･(Rubiaceae)〔台湾植物名菓

(珠仔草,走経革),GIMP〕

(106)～(108)の3品目は形状がよく似ており同属植物 と推定されたので,まとめて述べる‖
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第Ⅱ報ではこれらに対 し,01denlandia属を使ったが,東都大学理学部植物標本と比較した結

果,その Synonym である Hedyotisに改める｢-

GIjでは丹草に 01denlandiaHeyniiG.Donをあててあるが,植物標本と比較 した結果は

H.herbaceaに液も近いC,GIMPには L記のほかに ().auri｡ulariaK.Schum.(-H.auricu-

1driLtL.),0.b柑oraL 0.heyneineiHook.F.および 0.umbellataIJ.が記載されている,)

(109) S310 苦瓜干 (果実)MomordicacharantiaIJ.(Ctleurbitaceae)[Gf与,CMM (苦

瓜乾),OFJPT,IMP,GIMP]

(110) S159 防党 (飲片), S579 防党を (壁) (梶) Codonopsistangschen Oliver

(Campanulaceae)lr.B,CMM]

インド系 3文献では C.nvataBentll.が使われるという｡

(111) S406,S407 有骨的 (全韓)liidLln"P.?(Coml)OSitae)〔推定二j

CMM では B.parvifloraWilld.を鬼鋪草,鬼鋭,13.tripartital一･を狼把草,郎罷という｡

GTMPおよび DEPMPでは lう.pilosalJ.をマラヤで咳に使うという｡

(112) S44O 鵜不食 (全草)ccntipedaminima(IJ.)A,13r.etAschcrs(Compositae)し常

中草約,GB (鵜夕食),I)EPI,GIMP,CMM (常不食草)〕

(113,T)F,PTでは C.orbi(､ularislノ()ur.,CMM では MyriogyneminutaLessであるが,こ

れらは上記の synonym である,,IMPの用部は種子である(｡

(113) S214 地胆共 (葉)ElephantopusscaberlJ.((二ompositae)〔常中背約,Gli(地胆

頭),DEI'Ⅰ,IMP,GIMP〕

(114) S211 香捧芝 (葉)ntlPatOriumodoratt.lnIJ.(Compositac)〔常中辛覇 (香浄羊)〕

CMM では沢蘭,蘭草に ITJ･1indleyanum T)C ほか FJ･SPY).GTうでは揮蘭に E.japonic,um

Thunb.あるいは Ii'J･Stae(hadosmus伸匝屈す部産), 大香芦を C.叩.とし,広東から南方-

輸出している生薬はこれらの葉であると記載している｡インド系3文献には同属異種植物が記

載されているが,冗.odoratum は魚毒として使われる｡,
LK.

(115) S424 仏耳草 (全軍)GnaphaliummulticepsWall(- G.1uteo-album 1,.)(Com-

positae)[CMM,現代実用車薬,DEPl,IMP,(lTlMPl

インド系 3文献の用部は葉である｢､

(116) S396 蒲公英 (全草)1Xcrissp.(Compositae)〔推定〕

荊材学では TaraxacummongolicumHanseトMaz.(Compositae),G13および GIMP は

T.o侃cinalisWigg.,IMPでは T.O航cinalisの根を使うという｡本生薬は茎を抱いた葉があ

るので Taraxacum 属に一致 しないが,その類縁植物で,どこかで生薬がすりかわったものと

思われるo

(117) S484 九里明 (茎)Senecioscandensmuch.-Ham.(Compositae)〔常中草窮,CMM1
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G13は BlumeachinensisI)C(I-VCrnoniascandensRidュ.)(Compositae)を九里明にあて

る｡

(118) S54 升麻 (飲片),S184 線升麻 (隻)(梶)Scrratula(､hincnsisS.Moore(Com-

positae)〔荊材学 (r在升麻),中桁材品神論述上冊〕

荊材学では升麻に対 し,通常 Cimi(､ifugafoctidaL.(Rと1′nunCula(､(lae)の根茎をあて,ほか

に同属近縁種が 5種類記載されているoCMM では AstilbechinensisFr.etSav.および A.

thunbergiiMiq.(SilXifraga(､eae),ThillictrumrubellumSieb.etZuc,C.(Ranunculaceac)も升

席という｡

(119) S31 蒼耳板 (茎 ･材)Xanthium strumarium L.(Compositae)〔CMM,IMP,

('TTMP,嶺南釆薬録〕

常小串約では X.sibiricumPatrin.であるO

(120) S234 茅花 (花)lmperatacylindrica(L.)Bcauv.var.major(Nees)Habb.(Gra-

mineae)〔常中草薪,江芽省植物荊材誌 (白茅花),CMM]

本植物の根茎を茅根といい,中節としてはよく知られているものであるが,花を薬用とする

という記載は稀であるし､
Ⅰ.K.

(121) S309 浮小麦 (果実)Triti(､umacsticum I..仁 +T.vlll糾reVil】)(Gramincae)

｢GB (浮小麦),CMM (小麦,浮麦),GIMP]

(127) S6()1 馬愉花 (全章)CyperuspilosusVahl(Cyperaceac)〔推定〕

(123) S247 板榔花 (果実)ArecacatechuL.(Palmae)[GIi,DEPMP]

(124) S172,S173 山綜子 (根)TrachycarpusexcelsaWendl,?(Palmae)〔推定〕和名

シュロ

台湾植物名乗によれば Arcngacnglerilicc.(Palmae)和名クロツグを山椋という｡

(125) S93 千年健 (根茎)HomalomcnasaggittaefoliaJungh.?(Araceae)〔中荊志〕

荊材学では基原不明,インド系 3文献では H･aromaticaSchottを使うというO

(126) S397 番浮秤 (全軍)PistiastratiotesL.(Araceae)[GIう(浮秤),嶺南釆薬録 (大

浮秤),IMP,GIMP]

CMM では浮秤,水秤に Lemnamin()rをあてているが,Henryによるホンコンの Fotト

p'ingは Pistiastratiotesであるという｡

(127) S399 風葱乾 (葉)AlliumfiStulosum IJ.(Liliaceae)〔CMM (葱)〕和名ネギ

(128) S89 老畠皮 (根茎)ZingiberofhcinaleRoscoe(Zingiberaceae)〔CMM,GB (盈

皮)〕和名ショウガ

通常は本植物の肥大 した根茎を使い,インド系 3文献でも用部は根茎であるが,本年薬は根

茎の皮だけからなる0
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(129) S235 豆藷花 (果実) AIpiniagl()bosaHoraw.(-Amomum globosum Lour.)

(7,ingiberaceac)lCMM1

本庄薬は花梗 と未熟巽か らなるが,採集時には北がついていたと思われる｡ショウガ科植物

のうち本植物に近縁のものは根茎あるいは果実 (種 子)を薬用とするものが多く,未熟果ある

いは花を使 うという文献は/J}ない√､ I)TlIPMPによればマラヤで花を使 うものが 2- 3み られ

る-

(lニi()) S605 渓石持 (全章)Ha(モmariadis(､olor(Ker-Gawl)Lindl,(Orehidaccae)〔常申

卓二荊 (石蚕,石 仁和)〕

第 rl報で Liparis属 と推定 しておいたが,ひとまず常i巨革新に したが ってお く‖

次報では,本報での検討をもとに して, シンガポールの申荊群と,荊材学およびの中荊群と

の比較をさらに深めてみたいと考えているLl
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